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本日お話しする内容
１ 国立国会図書館概要（5分）
２ リニューアルされた国立国会図書館デジタル

コレクションについて（30分）
３ 図書館及び個人向けデジタル化資料送信

サービスの対象資料について（25分）
４ 質疑応答（30分）
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３つの国立国会図書館

東京本館
国会向けのサービスや来館
サービスを提供、3施設の統
括
収蔵能力

本館書庫：450万冊
新館書庫：750万冊

閲覧スペース
18,983㎡／1533席

関西館
遠隔サービスの拠点、来
館サービスの提供
収蔵能力

本館書庫：600万冊
書庫棟： 500万冊

閲覧スペース
4,265㎡／358席

国際子ども図書館
児童書の専門図書館

収蔵能力
レンガ棟：40万冊
アーチ棟：65万冊

閲覧スペース
2,054㎡／162席
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主なWebサービス

国立国会図書館オンライン

国立国会図書館の所蔵資料
の検索と利用申込のための
システム

国立国会図書館サーチ

国内の図書館、類縁機関の
所蔵資料やデジタルコンテ
ンツを検索できるシステム。
総合目録、視覚障害者等用
データ送信サービス等を提
供

国立国会図書館デジタルコ
レクション

国立国会図書館で収集・保
存しているデジタル資料を
検索・閲覧するためのシス
テム
2022年12月リニューアル

※このほか、リサーチ・ナビ、国会会議録検索システム、WARP、レファレンス協同データベース等も提供。
（参考）Webサービス一覧 https://www.ndl.go.jp/jp/use/service/index.html 5



この1年の動き（2022年2月~）
■2022.5.19 個人向けデジタル化資料送信サービス開始
■2022.5.30 約30万点の図書を国立国会図書館デジタル

コレクションに追加（館内限定公開）
■2022.6.1 オンライン資料の収集に関する国立国会図書館法の

一部改正
■2022.12.21 国立国会図書館デジタルコレクション

リニューアル
■2023.1.1 有償等オンライン資料の制度収集の開始
■2023.1.18 個人向けデジタル化資料送信サービスの印刷機能追加
■2023.2.3 約10万点の図書を国立国会図書館デジタル

コレクションに追加（館内限定公開）
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今回ご紹介の内容に関連するURL
• 国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/

• 資料のデジタル化について
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html

• OCRテキスト化
https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/r3_text/

• 除外手続
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/distribution.html

• 出版者（出版社等）の方へ
https://www.ndl.go.jp/jp/publisher/index.html

8

https://dl.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html
https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/r3_text/
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/distribution.html
https://www.ndl.go.jp/jp/publisher/index.html


本日お話しする内容
１ 国立国会図書館概要（5分）
２ リニューアルされた国立国会図書館デジタル

コレクションについて（30分）
３ 図書館及び個人向けデジタル化資料送信

サービスの対象資料について（25分）
４ 質疑応答（30分）

9



資料デジタル化の加速

デジタル化資料（2023.2.10現在）

321万点
うちインターネット公開 58万点

図書館／個人送信 151万点
館内限定 112万点
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デジタル化資料のOCRテキスト化
全文検索可能な資料(2022年12月~）

種別 内容 点数
（概数）

図書
• 1968年までに受け入れた図書
• 震災・災害関係資料の一部
（1969年以降受入分も含む）

97万点

雑誌 • 明治期以降に刊行された雑誌 133万点

博士論文 • 1988年（一部）～2000年に送
付を受けた論文 15万点

その他 • 官報
• 脚本 等 2万点

計 247万点

2.6%
7.3%

10.2%

22.7%

6.6% 6.9%
8.9%

6.0%
2.5%

13.9% 12.9%

図書の分類別内訳

2021年以降にデジタル化した
資料については、2023年度以
降にテキストデータを作成予定

11



トップページ
ダークモード

ライトモード

スマートフォン用
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検索結果一覧画面①

インターネット公開 図書館・個人送信資料 国立国会図書館内限定
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検索結果一覧画面②
• 書誌情報、目次、本文テキストのうち、検

索語と一致した部分をスニペット表示。ク
リックすると該当コマに遷移可能。

• 資料の公開範囲にかかわらず、検索結果を
インターネットで表示

• 短歌・俳句等の極めて短い著作物、名簿類
（個人情報）等の法令に抵触するおそれの
あるもの等、一定の要件に合致する資料は、
予め又は求めに応じて随時、スニペット表
示対象から除く。

• 検索語の長さは90文字まで
• 1コマ（概ね見開き2頁）の文字数の1/16

又は100文字の小さい方を表示
• 1コマあたり1ヵ所だけ、1冊あたり10ヵ所

まで表示
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閲覧画面①コンテンツタブ

書誌情報（タイトル、著者、出版年等） 「コンテンツ」タブでは、サムネイル（大きさ変更可能）を表示

「コンテンツ」「目次」「画像調整」「全文検索」のタブで、表示内容を切替表示

15



閲覧画面②全文検索タブ

著作権保護期間満了のインターネット公開資料のみ、
スニペット表示される。
検索結果一覧画面と同じく、1コマ（概ね見開き2頁）
の文字数の1/16又は100文字の小さい方を表示。
スニペット件数には制限なし。

「全文検索」タブでは、表示中の資料の本文テキスト検索が可能。
公開範囲の関係で資料が表示されない場合は、本文テキスト検索もできない。

それ以外の資料はコマ番号のみ表示される。
コマ番号をクリックすると、当該コマに遷移する。
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閲覧画面③音声・動画

作品に紐づくジャ
ケット、映像、盤面
等の一連のファイル
を表示
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画像検索
インターネット公開（保護期間満了）の図書・古典籍約35万点の中
から、「似ている画像」（図、挿絵、写真等）を検索できる。

端末に保存している画像を
ドラッグ＆ドロップ

ウェブ上の画像の
URLを入力

デジタルコレクション
の画像を使って検索す
ることも可能
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シングルサインオン
・国立国会図書館デジタルコレクション

・国立国会図書館サーチ

・国立国会図書館オンライン

いずれかのサイトでログインすれば、3つ同時
にログイン状態で利用できる。
⇒個人送信利用規約への同意（国立国会図書館
オンライン）から個人送信の利用（国立国会図
書館デジタルコレクション）への導線がスムー
ズになる。

参考：ログインしていない場合の閲覧画面
未ログインで「送信サービスで閲覧可能」な資料を表示
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個人送信向け印刷機能（2023年1月開始）
• フットプリント（利用者ID、氏名、日時）を表示• 注意事項の表示
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図書館／個人向けデジタル化資料送信サービス

絶版等により入手困難な資料は、
2014年1月から図書館等へ送信を
開始。参加館数は、2023年2月1日
現在、国内1400機関、海外7機関。

2022年5月19日、個人への送信を
開始(利用規約に同意した本登録利
用者のみ利用可。）

2023年2月、令和2年度補正予算で
デジタル化した図書30万点のうち
入手困難資料であることが確認さ
れた資料等の送信を開始予定。

蔵書
デジタル化

国立国会図書館

送信
約151万点

絶版等で入手困難なもの 従来、公共図書館や
大学図書館等で利用可能

インターネット公開
約58万点

著作権保護期間満了・
許諾等

2021年著作権法改正
個人への送信
【2022年5月19日開始】

本登録利用者

本登録
利用者
以外
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送信対象資料
• （特定）絶版等資料に係る著作物(著作権法第31条第3項及び第4項）

• 送信対象資料は、国立国会図書館のデジタル化資料のうち、入
手困難な資料とする。入手困難な資料とは、流通在庫（出版者、
書店等の市場）がなく、かつ商業的に電子配信されていない等、
一般的に図書館等において購入が困難である資料とする。ただ
し、オンデマンド出版されている資料及び電子書籍として流通
している資料は、現に商業的に流通している事実を踏まえ、入
手可能なものとして扱う。（「国立国会図書館のデジタル化資料の図書館等
への限定送信に関する合意事項」2（1））
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送信対象資料（具体的には？）
① 図書：戦前の資料は、送信対象候補とする。戦後の資料につ
いては、入手困難とした資料に限定し、送信対象候補とする。た
だし、漫画については、電子書籍市場に及ぼす影響に鑑み、取扱
いを留保する。
② 雑誌：官庁出版物は、送信対象候補とする。その他の資料は、
著作権等管理事業者により著作権が管理されている資料を除き、
送信対象候補とするが、商業出版社に係る資料については、関係
者と合意が得られたものを除き取扱いを留保する。
③ 博士論文：出版されているものを除き、送信対象候補とする。
ただし、主論文が出版されておらず、参考論文等付随する論文の
みが出版されている場合、付随する論文を除外する。
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送信対象資料が決まるまで
１～６月
① 入手可能性調査

国立国会図書館が、新
たな送信候補資料につ
いて、民間の在庫情報
データベース等に機械
的な突合を行い、入手
可能なものを除きます。

7～11月
② 事前除外手続

国立国会図書館が新た
な「送信候補資料リス
ト」を公表します。お
申出に基づき、除外基
準を満たす場合は、送
信候補対象から除きま
す。

候
補
リ
ス
ト
（
一
覧
）
の
公
表
〔
7
月
〕

送
信
リ
ス
ト
の
更
新
〔
1
・
7
月
〕

通年受付
③ 事後除外手続

国立国会図書館が送信
中の資料の「送信資料
リスト」を公表してい
ます。お申出に基づき、
除外基準を満たす場合
は、随時送信対象から
除きます。

新
た
な
資
料
の
送
信
開
始
〔
1
月
〕

送
信
資
料
の
決
定
〔
12
月
〕
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入手可能性調査

図書：戦後期の資料について、市場で流通して
いるかを調査

雑誌：官庁出版物か商業出版物か、又は著作権等管理
事業者に管理委託されているかを調査

博士論文：出版されているかを調査
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入手可能性調査の手順（図書）

ノ－ヒット
著作物の
流通の確認

オンデマンド
出版流通の

確認

電子書籍
流通の確認

除外

一覧を公表

ヒット

ヒット

ノ－ヒット

ヒット

ノーヒット

ジャンル確認 出版年確認

留保

漫画
・

絵本

戦後

戦前その他
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入手可能性調査の手順（図書）
データベース名 突合キー 調査内容
e-hon

①ISBN
②「タイトル」
「著者（ない場
合は出版者）」

著作物の流通の確認
⇒紙の本の在庫確認Honya Club

万能書店
オンデマンド出版流通
の確認Amazonプリントオンデ

マンド
Books 電子書籍流通の確認
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入手可能性調査の手順（雑誌）

非管理著作物

管理著作物
突合

除外
管理著作物

官庁出版物

出版者確認 留保

商業出版社の
出版物

一覧を公表

その他
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入手可能性調査の手順（雑誌）
【商業出版物か否か】⇒商業出版社の調査
『出版年鑑2012』掲載の出版社（約4,300社）＋出版関
連団体のHPから追加≒現存している出版社

【管理著作物か否か】
学術著作権協会（JAACC）、日本複製権センター
（JCCR）、出版者著作権管理機構（JCOPY）で管理さ
れているデータとISSN／「タイトル」＋「出版社」で突
合

30



入手可能性調査の手順（博士論文）
•「タイトル」「著者」をキーに国立国会図書館サーチ
で突合
⇒博士論文以外に図書や雑誌論文がヒットすれば除外

•主論文のみ調査を行い、参考論文は送信を行わない。
⇒参考論文の大半は学術論文誌等で既出であると考え

られるため
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要 件 ※1 申出者 当館による確認内容

①
当該資料又は同内容の著作物が市場
（オンデマンド出版及び電子書籍市
場を含む。）において流通している
場合

誰でも可

公開情報により流通を確認
（流通がまだの場合は、おお
むね３か月を目安に流通予定
であることを公開情報により
確認）

②
当該資料又は同内容の著作物の著作
権が著作権等管理事業者※2により
管理されている場合

誰でも可 著作権等管理事業者における
管理有無を確認

③ 当該資料の著作者から送信利用の停
止の要請があった場合

著作者（出版関
連団体・出版社
経由も可）

申出者適格のみ確認

除外基準

※1：漫画・絵本、商業出版雑誌については、送信を留保しているため、除外基準を満たさなくとも送信対象
から除きます。

※2：著作権等管理事業法に基づき、文化庁長官の登録を受けて著作権等管理事業を行う者を指します。
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2022年の除外手続結果
■2022年1月~7月で入手可能性調査を実施

⇒2023年に新規に送信する候補資料のリストを公開
⇒図書約31.2万点／雑誌約0.2万点／博士論文約1.2万点

■2022年7月23日~12月23日まで事前除外申出を受付
⇒33社から申出受付⇒図書約0.3万点を除外

■2023年2月に送信開始予定

ご協力ありがとうございました！
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課題あれこれ
【デジタル化等】
•デジタル化を実施している機関との連携

【送信資料の除外手続】
•増え続ける資料の入手可能性調査の効率化
•今後復刊予定or電子書籍化予定の資料の判断
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